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＜患者様連絡事項＞

・佐々木　忠晴様～鼻汁・嗽咳見られ、風邪薬処方予定となっています。

1/23（金）10：00より家族勉強会となり、終了後に外泊訓練となる予定です。また、退院予定がと1/26（月）なるため、退院時療養検討会を1/23（金）13：00から行います。主治医へ今後の生活・外来受診について情報提供をして行きましょう。

・寺地　利代子様～精神症状悪化の為、東病棟Ａユニットへ転出となっています。ご家族へ電話連絡するも繋がらず、引き続き、電話連絡を行っていきましょう。ご家族へ業者洗濯か家族洗濯かを確認し、書類記載のために1度来院して頂きたい旨、移棟の説明を行いましょう。

・伊藤　雄一様～精神症状安定し、療養環境変更目的にて東病棟Ａユニットから西病棟Ｂユニット28号室へ転入となっています。

・田中　ミサオ様～現在、病棟でOTを行っており本人より、「裁縫であれば出来る」と話されていますので、月・水・金曜日の午前中に病棟にて30分程度から実施し、付き添いは遅番Ｂ勤務者とする事を検討しています。OTスタッフへ情報提供をして行きましょう。

・古川　富蔵様～OTの促しが主治医よりありましたが拒否的な様子あります。初めは病棟にて色塗り等を行って頂き、徐々に作業室へ行けるように関わって行く事を目標とし、月・水・金曜日の午前中に病棟にて30分程度から実施し、付き添いは遅番Ｂ勤務者とする事を検討しています。OTスタッフへ情報提供をして行きましょう。

＜Dr安ヶ平担当患者様NCP評価・検討＞

・石切　久様～「テレビを観ていると自分の声が聞こえる」と幻聴の訴えありますが、イライラは無いとの事でした。引き続き、精神症状の様子観察をして行きましょう。また、「下痢気味で6回も排便があった」と訴えあり、主治医より、まずは就床前薬に服用しているセンナリド（下剤）1Tを1週間服用せず様子を見てみるよう話があります。次週の定期薬にて調整する予定となっています。

・久保　清美様～主治医へ「3月か4月までに退院したい」と話されています。現在、措置入院となっている為、家族の協力が必要である事を説明されると納得されています。

・木村　忠史様～目の痒みを訴え、AZ点眼液（眼科用剤）が処方となっています。引き続き、目の掻洋感の有無を確認し、状態観察をして行きましょう。

・中川原　義雄様～肩痛が継続して見られているとの事で、ナパゲルン軟膏（消炎・鎮痛剤）が1本処方となっています。引き続き、肩痛の有無を確認し状態観察をして行きましょう。

・清水　進様～正月外泊から帰院されてから、食事摂取量が安定しない事を主治医へ情報提供しています。1/14（水）は間食に袋菓子2袋、ジュース3本を売店にて購入しています。引き続き、食事摂取量・間食摂取量、摂取状況の様子観察をして行きましょう。

・津嶋　イチ子様～現在、食事1500kcalとなっていますが体重の変化は見られない事から、主治医より運動をするよう説明がありました。本人の余暇時に運動を促し、様子観察をして行きましょう。

＜転入患者様情報＞

・伊藤　雄一様（62）主：統合失調症　合：なし　医療保護入院（当院4回目の入院）

Dr：猪股　SW：山田　Ns：濱谷　CW：水上

【本人の生活歴・入院までの経過】

　大学卒業を控え、家業を継ぐことが重荷となり、不眠・自閉・拒否・不潔好褥・無為が出現。症状憎悪し釜石精神病院入院（S56.7.31～S57.1.4）。諸事情により当院へ転院し当院初回の入院（S57.1.7～S59.10.26）。退院後、通院・服薬中断を機に、上記症状再燃しS61.3.5当院2回目の入院（～H1.10.30）。退院直後より、通院・服薬不規則で、突発的言動・身勝手な振る舞いなどがあり、H2.2.6当院3回目の入院となる（～H18.11.11）。退院後は、生活訓練施設「青山荘」入所し当院への通院・精神科デイケアの利用を継続していた。不眠傾向で、妄想活発となり、突発的言動があったことからH20.12.12当院4回目の入院となる（任意入院）。入院後は、自ら妄想言動及びその行動化に対して、合理的判断能力が著しく低下しており病気や治療の必要性について理解不十分な面があり、12.19付けで医療保護入院へ変更としている。変更後、初めはショックを受けた様子はあるも妄想様の言動・行動もなく落ち着いて過ごす事が出来ている様子伺えた。今後は入院に至った経緯を振り返って頂き、病識が持てるように関わって行く事とする。

保護者：佐々木　彰子様（妹）

※現住所が生活訓練施設「青山荘」の住所地となっている為、保護者自宅（岩手県上閉伊郡大槌町の住所地へ変更する事となり、現在変更中である。

リハプロＢグループ

STTは現在、未導入

チェストキー：本人持ち

食事：常食

買い物カード詰所預かり→タバコは本人希望にて自己管理している

【本人の問題点】

小遣いについて

→1ヶ月の小遣いは7,000円となっているが、1/14（水）現在で残り700円位となっています。青山荘にて浪費について過去に指導を受けている事があった為、小遣い管理等が必要と考えられる

妄想について

→「あの人は私の娘だ」「テレパシーで伝え合っている」と話し、女性に抱きつく等の性的逸脱行為があり、青山荘にて過去に指導を受けている事があった為、今後、女性患者様との過度の接触の有無、精神症状の観察をこまめに行っていく必要がある

【看護計画】

#1　妄想拡大による社会的逸脱行為

目標：妄想の有無、内容を把握し不安や苦痛を軽減し、早期社会復帰が出来る

OP　1：妄想の状況（内容と変化）

2：発生の仕方（一過性・持続）

3：表情・外観・外装

4：動作・態度・話し方

5：日常生活への影響

6：対人関係

EP　1：早期の社会復帰を図る為、PSW等と連携を取り相談して行く

